
上：ハートのマークが入ったオリジナル商品
　　「ハピフルトマト」の開発など新しい取組
　　みも積極的に行っている。

下：元気な挨拶や趣味の話など、日々のコミ
　　ュニケーションが農園の明るい雰囲気づ
　　くりにつながっている。



農作業を委託する農業者として、作業の管理を全て
お願いできるサポートマネージャーの存在が大きい。

左：４年間でトマトを生産するハウスは２倍となり、新たな販路の開拓にもつながった。

地域の農園としての役割を
果たしていくことも、経営
意欲のひとつとなっている。

右：サインの設置や通路が広くなるなど、誰もが働きやすい圃場へと変化してきている。


